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PICNIC については国立天文台ニュース No.31 を参照されたい。 

 国立天文台ニュース No.31 には、国立天文台に赤外線天文学を根付かせた功労者である

名古屋大学理学部に移られた佐藤修二教授のエッセイ「三鷹 5 年 7 か月半」が最初の記事

として掲載されている。佐藤、小林両氏などの赤外線天文学での活躍が、ハワイに建設さ

れた大型光学赤外線望遠鏡「すばる」へと飛躍をしていく時期のことである。 

 この号には、平成 6 年度概算要求事項が載っており、特別設備費として大型特別整備費、

大型光学赤外線望遠鏡(9-4)が載っている。「すばる」建設の 3 年時であったことがこの記事

からも読み取れる。 

 佐藤教授らと赤外関係の実験室整備を手伝った筆者としても感慨深いものがある。 

 

これらアーカイブ新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただけ

れば幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 

 


